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当資料取扱上の注意点当資料取扱上の注意点

当資料に記載されている、当社の計画や戦略、業績に関する予想及び見通しのうち、
歴史的事実を含んでいないものは、当社が現時点で把握可能な情報から判断した、想定
及び所信に基づくものであります。
実際の業績は、様々な要因により異なる結果となる可能性もありますので、ご承知おき
下さい。

会社の事業に影響を与える可能性のある事項の詳細は、｢2019年9月期 決算短信｣の
｢事業等のリスク｣をご参照ください。
但し、業績に影響を与える可能性のある要素は、「事業等のリスク」に記載されている
事項に限定されるものではないこともご留意下さい。

法律上必要とされる場合を除いて、当社は事前の予告なく、将来の見通しに関する記述
を見直すなど、将来の見通しの根拠となった仮定及び要因についての変更を行うことが
ございますので、ご了承ください。

電話 ： 0836-39-5151

E-Mail ： ir@afs.co.jp

【ＩＲに関するお問い合わせ先】
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2019年9月期 第２四半期決算概要
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損 益 計 算 書損 益 計 算 書

（単位：百万円）

3.9%37△57.5％1.8%15経常利益

42.2%403＋1.0%47.3%407売上総利益

57.8%551△17.6%52.7%454売上原価

社員数

営業外費用

営業外収益

営業利益

販管費

売 上 高 －954△9.7％－861

37.4%357＋7.8%44.7%385

21.8%208＋8.8%26.2%226人件費

0.2%1＋54.1%0.3%2

1.1%10△13.7%1.1%9

113名120名

15.6%149＋6.5%18.5%159その他

18/9期第2四半期19/9期第2四半期(実績)

構成比対前同四半期

増減率
構成比

4.8%45△51.9%2.6%22  

コメント

＋6.2％

「自動発注システム」の引き合いや、エネルギーコスト削減
事業を見越した採用の増加など

ソフトウェア・サービスの比重増加により粗利率改善

■ソフト販売の比重を上げた粗利益ベースの営業を継続

既存顧客出店ペースの鈍化や、政策的ハードウェア保守減収
エネルギーコスト削減事業の売上が未計上

ハードウェア保守コスト減 システム機器販売抑制による原価減

受注済み絶対利益額の大きかった､エネルギーコスト削減事業
の売上未計上が、利益面(売上面)に大きく影響

広島営業所開設費用等
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貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表

（単位：百万円）

602,6622,602（負債・純資産合計）

△151,1181,133（純資産合計）

0△37△37４．自 己 株 式

△15290305３．利益剰余金

－327327２．資本剰余金

－537537１．資 本 金

751,5441,468（負債合計）

3517514固定負債

721,026954流動負債

602,6622,602（資産合計）

△311,6881,720固定資産

88970882流動資産

増減額19年9月第２四半期末18年9月期末主 な 勘 定 科 目

■総資産は前期末からの現状を維持
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キャッシュフローの状況キャッシュフローの状況

現金及び現金同等物の四半期末残高

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の増減額

財務活動によるキャッシュフロー

投資活動によるキャッシュフロー

営業活動によるキャッシュフロー

コメント
18/9期

第２四半期

19/9期

第２四半期

(実績)

155167

249△105143

△94＋11723

△59＋12768

主なものは、有形固定資産の取得による
支出と、無形固定資産の取得による支出△83＋27△55

たな卸資産増加の一方で、減価償却費の
計上と、四半期純利益の計上48△3710

増減額

主なものは、配当金の支払いによる支出
と、長期借入金の返済による支出

（単位：百万円）

主 な 項 目

■営業キャッシュフロー、上期は鈍いものの､通期は回復する予定

＋12
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セ グ メ ン ト 別 売 上 高セ グ メ ン ト 別 売 上 高

18/9期第２四半期19/9期第２四半期(実績)主な

事業セグメント 構成比対前同四半期

増減率
構成比

10.1%96△18.1%9.1%78
周辺サービス

事業

－954△9.7%－861合計

28.3%269△29.1%22.2%191
システム機器

事業

58.9%562＋0.3%65.5%564
ＡＳＰサービス

事業

－

コメント

（単位：百万円）

粗利改善政策によるハードウェア保守の月額
料が減少するも、国政方針となった食品ロス
削減、ＳＤＧｓなどによる「自動発注システ
ム」需要の急増から､３月以降持ち直し。

既存顧客の出店ペースの鈍化（業界全体）
ここ数年でもっとも出店が少なかった

■第１四半期の遅れを挽回。3月単月では1４0百万円の収益を確保

ホテル関連事業

Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
事
業

2.8％26＋4.7％3.2％27

エネルギーコスト削減事業に関しては、売上
計上基準見直し及び、導入時補助金申請依頼
が予想外に多く、売上未計上となり、第４四
半期にズレ込むこととなった

マスターズカェの厨房を含めた省力化の成功
を元に、ホテル本厨房も職人を置かない方向
に転換。人事の入れ替えもあり年末年始低迷
したものの４月以降の政策で挽回する見通し
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主な経営指標の推移①主な経営指標の推移①

■ＡＳＰ基幹業務サービス事業 － サービス提供店舗数の推移

サービス提供数

契約企業数

（単位：店舗数）

通期計画 7,400店舗

101％ 102％ 102％

276社

7,115店舗

273社

7,232店舗

276社

7,403店舗

278社

7,349店舗

99％

特に小規模店の既存店解約(廃業)が多くなっている
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主な経営指標の推移②主な経営指標の推移②

■ＡＳＰ基幹業務サービス事業 － 月額料金の推移
（単位：千円）

月額料金

102% 103% 93%

通期計画 1,150,000 千円（年）

87,747千円 90,249千円 84,127千円 79,794千円

95%

粗利改善政策によるハードウェア保守の月額
料の減少が主原因 ソフトウェアサービスは
増収 今後はハードウェア保守にかかるコス
トも減少し、全体粗利の改善になる予定
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（単位：台）

主な経営指標の推移③主な経営指標の推移③

424台 432台 249台 82台

294セット 200セット 185セット 56セット

POSシステム 台数

ODS TS 販売セット数

POSレジ 250 台通期計画

■システム機器事業 －ＰＯＳ ( )  

の販売数

ODS TS 200 セット



Copyright (C) 2019 ALPHAX FOOD SYSTEM CO.,LTD All Rights Reserved.    11

2019年9月期 上期事業結果
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2019年9月期(上期) 業績①2019年9月期(上期) 業績①

19/9期 上期実績 19/9期 上期予算

構成比
対前年同四半

期増減率 構成比

売上高 861 － △9.7% 861 －

営業利益 22 2.6% △51.9% 22 2.6%

経常利益 15 1.8% △57.5% 15 1.8%

当期純利益 9 1.1% △58.5% 9 1.1%

（単位：百万円）

主 な 勘 定 科 目

◆今期すでに受注済みだった､エネルギーコスト削減事業の売上数億円が上期に一切未計上となり､大きな差異となった

◆システム機器とパッケージの販売バランスで営業利益率20％の早期達成を目指す。→政策は順調に進捗

◆ＡＳＰ基幹業務サービスと「飲食店経営管理システム®」の融合サービス、「自動発注システム」という、

比類のない業界専用システムサービス、またマルチ決済サービスなどにより、月額増を推進。→順調に進捗

◆システム機器は､ほぼすべてを市販汎用品で調達、ソフトウェア技術により業界一の使い勝手を目指すことで、

お客様提供価格の低減と、原価低減の両立を目指す → セルフレジを含めて、金型投資のないソフトウェア

ラインナップへシフト中
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2019年9月期(上期) 業績②2019年9月期(上期) 業績②

主な事業セグメント
19/9期 上期実績 1９/9期（予想）

構成比
対前年同四
半期増減率 構成比

Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
事
業

ＡＳＰサービス事業 564 65.5% ＋0.3% 1,250 44.6%

システム機器事業 191 22.2% △29.1% 800 28.6%

周辺サービス事業 78 9.1% △18.1% 590 21.1%

ホテル関連事業 27 3.2％ ＋4.7％ 160 5.7%

合計 861 － △9.7% 2,800 －

（単位：百万円）

◆ＡＳＰ／クラウド型基幹業務サービスは､｢自動発注｣連携サービスに集中→継続
◆「飲食店経営管理システム®」拡張機能｢自動発注システム｣のマーケット拡大に伴い

一般社団法人 外食産業自動発注業務改革機構による
｢自動発注業務改革推進士｣が計画通り稼働開始→３月受注分より稼働

◆低粗利仕入商品の販売政策の更なる見直し → 自社ソフトウェアサービスに集中
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2018年３月1日 完全自動発注＆ＩＴ駆使の実証実験店舗としてオープンさせた
ナチュラルグリーンパークホテルロビー内｢マスターズカフェ｣が

同規模カフェチェーン店舗として、おそらく日本初の 低損益分岐点を６月以降達成

｢ＩＴ駆使 超効率店舗｣の隅々までを体感できる､自社展示会を企画

2019年9月期上期 営業推進内容①2019年9月期上期 営業推進内容①

その後も画期的な､セルフレジとして日本初の機能／連携ソフトサービスを続々と実用化

広島営業所の開設
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2019年9月期上期 営業推進内容②2019年9月期上期 営業推進内容②
◆第１四半期の10月15日に､日経MJ紙１面カラー広告を出稿(継続)

｢自動発注システム｣の稼働に合わせて、キャッチコピーを変更

次世代｢完全自動発注システム｣実証実験店舗の完全稼働｢マスターズカフェNGPH店｣
を再現(すべてを体感できる)した、初めての自社展示会を、グローリー社協力で実施

この反響と、大型展示会とのコスト比較収益効果を受け
２月27日に、福岡で自社展示会を開催(１５社３８名来場)
４月10日に、大阪で自社展示会を開催(２６社４５名来場)

今後もこの費用対効果から、大型展示会を絞り込み、自社展示会へシフト

★5月２２日の日経MJ紙面（外食ランキング号）にも、同様の１面カラー広告を出稿★

実際のオペレーションを、展示会でリアルに見せることができ、大成功
２月27日までの展示会集客が、その後過去 高の単月売上／収支となった

３月の売上／収益の元となった。

新規外食チェーン、既存外食チェーン、代理店候補会社を含め
全７０社１３０名以上が来場
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2019年9月期上期 業績結果分析2019年9月期上期 業績結果分析

◆今期新規参入した｢エネルギーコスト削減事業｣の売上計上基準◆
一部請負契約的部分／補助金申請要望も多く､これまでの事業と

売上／検収基準が異なることとなったため､大幅な計画差異となった

16

第２四半期までの未計上分は、
８月～９月までの間の計上でほぼ決定

４月以降計画の､補助金申請分の受注
についても､９月に集中しての計上予定

今期は､８月～９月に売上計上が集中する結果に
(来期は､今期4～5月補助金申請分が､各月計上に分散する予定)
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｢自動発注システム｣引き合いが､外食産業の深刻な人手不足対策から､世界的政策に圧され､本来の食材ロス対策に

2019年9月期下期 業績傾向対策2019年9月期下期 業績傾向対策

｢自動発注｣=(本質的)食材ロス対策が､先進国からようやく国内ムードに
食品ロス排除の国内の盛り上がり→今後規制に食品ロス排除の国内の盛り上がり→今後規制に

世界の食品ロス対策の動きについては､日本を除く先進国は､５年以上
進んでおり、フランスにおいては２０１６年２月から｢食品廃棄禁止法｣という法律が
施行され､大型のスーパーマーケット(400㎡以上の大型スーパー)が､売れ残りや
賞味期限切れの食品を廃棄することを禁止し､廃棄量に合わせて罰金が徴収され
る罰則が適応されるに至っています｡(まもなく日本も)

今後さらに､｢自動発注システム｣ 受注に集中今後さらに､｢自動発注システム｣ 受注に集中
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自動発注は､国連｢SDGs｣そのもの自動発注は､国連｢SDGs｣そのもの

◆｢自動発注｣は結果として国連｢SDGs｣目標達成項目にいくつも該当する◆◆｢自動発注｣は結果として国連｢SDGs｣目標達成項目にいくつも該当する◆

18
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通期業績の予想通期業績の予想
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（単位：百万円）売上高 経常利益 当期純利益

■３月単月収支を､残り数ヶ月で実践し､今期新規参入事業を加え上場来 高益に
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費用の見通し費用の見通し

（単位：百万円）

6.4%12913.6%380経常利益

43.6%889＋39.8%44.4%1,244売上総利益

56.4%1,148＋35.4%55.6%1,556売上原価

社員数

営業外費用

営業外収益

営業利益

販管費

売上高 －2,038＋37.3%－2,800

36.4%741＋13.8%30.1%844

21.3%434＋3.5%16.1%450人件費

0.1%2＋126.3%0.2%5     

1.0%20＋22.1%0.9%25

124名＋2.4%127名

15.1%307＋28.3%14.1%394その他

18/9期19/9期（予想）

構成比
対前年同期

増減率
構成比

7.3%148 14.3%400  

コメント

売上高よりも､粗利とのバランス販売に集中

経費の効率配分で、必要販促費を増額

＋170.0%

＋192.6%

積極的な採用と育成、労働環境の整備など

｢飲食店経営管理システム®｣の販売で収益改善

◆経費の効率的配分を継続、大型展示会出展を絞り込み/高費用対効果の自社展示会へシフト
自動発注指導要員育成費を採用とともに、更に拡大

◆自社システム機器と､高粗利｢飲食店経営管理システム®｣のバランス販売で､全体として高収益体質に



Copyright (C) 2019 ALPHAX FOOD SYSTEM CO.,LTD All Rights Reserved.    21

下期の主な取り組み下期の主な取り組み

①外食人手不足対策製品｢自動発注システム｣｢セルフレジ｣ 販売に集中

③災害時無害日本一､新データセンターで､更なるサービス囲い込みを

各社 Payをはじめ､今後のインバウンド増に向けた多決済サービスを随時追加

④国内初のオフグリッドデータセンター技術を、店舗サービスに活用

新データセンターのオフグリット技術を活かし､エネルギー削減サービスに参入

⑤ソフト／サービスの海外展開を模索し､サービスの選定に着手

次の成長､海外進出を目指し「飲食店経営管理システム® 」の多言語化に着手

②｢メニュ－発注システム｣リリースで､本格｢自動発注システム｣へ誘導

｢ ｣新機能提供で自動発注の店舗人員負担減の有効さをアピール

外食産業の人手不足に対応できる、製品･サービスに営業資源を集中

国内初の規模で「BELS」５つ星認定を取得
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■外食ウルトラ統合サービス｢ＦＯＯＤ ＧＥＮＥＳＩＳ｣は
店舗ｼｽﾃﾑ機器/基幹業務ｼｽﾃﾑ/Ｗｅｂ集客支援ｻｰﾋﾞｽを１社で手掛ける､ＡＦＳならではの業界初の周辺統合一元管理サービス

商圏分析
販促などの効果測定
商圏分析
販促などの効果測定

■店舗
多機能 *ＦＧＮカード(*FoodGenesisNetwork)

会員登録・予約

宅配伝票支援システム
●予約注文受付(CTI対応)
●調理指示書
●配送処理
●顧客情報管理（履歴）
●実績集計
●ＤＭ抽出・発行
●売掛管理

●顧客情報登録･取込
●会員売上実績対比
●エリア別獲得分析
●各種実績管理
●ＲＦＭ分析
●デシル分析
●ＣＰＭ分析

Ｗｅｂ予約の自動配信

●日別／席別予約一覧
●予約台帳管理
●顧客情報検索
●利用実績／履歴表示
●テイクアウト予約管理
●デリバリー予約管理

予約顧客情報

チェーン各店で情報共有

■テイクアウト･宅配･通販

決
済
・
ポ
イ
ン
ト
処
理

①ネット販売

顧
客
・
利
用
実
績
デ
ー
タ

②一般通信販売 ③各種ＣＴＩ機能

分析データ

多機能カードでお買い物
（ポイント／ギフト／プリペイドカード）

ＰＯＳ購買

＆顧客DB

世界初！
フロアレイアウトを見ながら
リアルタイムに座席指定の予約が可能なグルメ予約サイト

すべてがひとつに。デリバリー・テイクアウト・Ｗｅｂ予約サイト

(管理機能付き)

フロアレイアウト

通販購買
＆顧客DB

●顧客検索・抽出
●ＤＭ／メール送付
●販促効果判定
●顧客動向分析
●実績明細取込
●利用(食事)明細分析
●バスケット分析

顧客
商圏抽出

DB

■共同購買・ﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｲｽ連携

Map商圏分析支援ｼｽﾃﾑ

発注・仕入・検品

発注・仕入・検品

●プリカ･ｸﾚｼﾞｯﾄ決済
●ポイント処理
●カード情報管理

●ﾌﾟﾘｶ・ｸﾚｼﾞｯﾄ決済
●ポイント処理
●カード情報管理

全ＤＢをグループ・チェーン全部門で情報共有

■本部

外食チェーン向け情報システムの完成基準

本部系基幹業務システム
①在庫ロス分析 ②自動発注 財務自動仕訳
③売上多面分析 ④勤怠シフト管理 給与連携
⑤CK製造管理 ⑥物流ﾈｯﾄﾜｰｸ管理

会員識別（カード読み取り）
利用実績データの取り込み

入金・決済・ポイント処理・顧客購買情報交換

は､１台８役の超ﾏﾙﾁ端末

ＥｄｙＳｕｉｃａ、ＰＡＳＭＯＱＵＩＣＰａｙ／ｉＤは､完全標準対応

一般ｵｰﾀﾞｰ 棚卸･発注･検品 ﾃｰﾌﾞﾙｵｰﾀﾞｰ 勤怠打刻 ﾄﾚｻﾘﾋﾞﾃｨ ｱﾝｹｰﾄ入力
Web閲覧も可能です。

磁気ｶｰﾄﾞ

■ＣＫ･物流/仕入ネットワーク

低
見
積
入
札
シ
ス
テ
ム

･自動発注ﾃﾞｰﾀ受入
・在庫管理（基準在庫）
・加工品・リードタイム
・製造指示･ピッキンク表
・産地情報 ・アレルゲン
・JAN/ITF ・電子請求書
・単価切替管理
・物流側自動発注

総合ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ支援ｼｽﾃﾑ

ハンディへの表示が可能

●｢飲食店経営管理システム®｣の提供と融合で、“食”企業のすべての業種／業態に対応できるようになった●

外食チェーン様 ホームページ
フロア予約情報

&
着席顧客情報表示
・前回12月9日利用

・前回和食Ａﾒﾆｭｰ

・累計４回利用

・ｱﾝｹｰﾄ★★ など・・

周辺サービス完全統合で
新規顧客層の間口を拡大

予約顧客DB

ＡＦＳデータセンター
｢FOOD GENESIS｣ｳﾙﾄﾗ統合ＤＢ

会員識別+ポイント＋プリペイド・ギフト

｢LINE Pay｣など多決済を随時追加利用実績管理

お客様

顧客検索も可能（カード不携帯やＶＩＰ顧客への対応）

サービス全体カテゴリーサービス全体カテゴリー

※標準対応

●｢エネルギーコスト削減事業｣●
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下期の営業推進策(継続)下期の営業推進策(継続)
◆新規受注獲得のため、積極的な販売推進への予算配分◆

■ 201９／５／2２付日経MJに全面カラー広告出稿

■今期出展予定■

■“食”の大型展示会に、継続して出展→自社展示会へシフト
■今期出展済み■

■マーケティング／営業推進本部再編成により広告宣伝の出稿

■「自動発注」セミナーを定期開催！

23

■焼肉ビジネスフェア（１月・２月） ■HCJ2019 ホテルレストランショー（ ２月）

■ファベックス（４月） ■西日本食品産業創造展（５月）

■すしEXPO （８月）

■フードシステムソリューション（９月）

■外食ビジネスウィーク （８月）

ＨＣ Ｊ ２０１９

７月１７日(水) 広島自社展示会を開催！
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今期以降の営業推進策(継続)今期以降の営業推進策(継続)

新規顧客の拡大 既存顧客囲い込み

ＡＳＰ／クラウド型 基幹業務サービス事業

｢飲食店経営管理ｼｽﾃﾑ®｣ 基幹業務パッケージシステム販売事業

システム機器事業＆周辺機器サービス事業

①標準サービスに徹し､粗利率の改善
②追加サービスの投入よる月額サービス増
③自社周辺サービスとの連携による月額拡大

①黒子から､積極大手ユーザー告知／協業へ
②新データセンターの安全性で積極的受注
③ISOの範囲拡大による､高技術をアピール

① の入替促進

② セルフレジ「 」提案

③ セミセルフ型｢ 」提案

① の市場投入で受注拡大

② セルフレジ「 」の市場投入

③セミセルフ型｢ ｣ の市場投入

①あらゆる業種の“食”企業へのアプローチ
②全国セミナー開催/大型展示会販売を開始
③高粗利の為､全国代理店網の高速協業化
④マルチベンターPOS集信化で､共創未来
⑤食専門ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄへのｱｶﾃﾞﾐｯｸ価格で販売促進

①過去1500社18000店舗へのアプローチ
②現使用中の100社1000店舗への入替推進
③ＡＳＰサービス顧客への追加アプローチ
④オプションシステムのみの追加アプローチ
⑤ＡＳＰ型サービスとの融合サービス推進

◆｢飲食店経営管理システム®｣拡張機能｢自動発注ｼｽﾃﾑ｣の更なる次世代開発で圧倒的シェアへ◆
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全国販売代理網で全国販売代理網で

◆ＡＳＰサービス事業・基幹パッケージ事業・店舗ｼｽﾃﾑ機器事業双方向からアプローチ◆

シ
ス
テ
ム
機
器
事
業

Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
｜
ビ
ス
事
業

大手チェーン
（300社）

(仕出し･総菜･弁当･事業所/介護/病院/学校給食含む)

【”食“産業全体がマーケット】

販売
代理店

販売
代理店

大手
ベンダー

大手
ベンダー

■外食ウルトラ統合サービス｢FOOD GENESIS｣ 機能を完全補完■

直販主体
(卸販売も)

直販主体
(卸販売も)

直販主体
(卸販売も)

直販主体
(卸販売も)

成長前
飲 食 店 等

(仕出し･総菜･弁当･事業所/介護/病院/学校給食含む)

新規顧客拡大と すそ野拡大

基幹パッケージ事業で補完

中堅チェーン
（50店舗以上）

(仕出し･総菜･弁当･事業所/介護/病院/学校給食含む)

開拓中

当社51% 光通信49％の合弁会社

25

｢メニュー発注システム｣投入
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従来の競合先に卸販売
販売チャネルの多様化
で､早期の市場浸透へ

卸販売→

従来の
競合から
共創へ

従来の競合から協業へ従来の競合から協業へ

ＡＳＰ
事業者

大手
ＳＩ事業者

大手
コンピュータ

メーカー

下から上の市場へは
システム対応は難しい

従来の競合先に卸販売
販売チャネルの多様化
で､早期の市場浸透へ

従来の
競合から
共創へ

全国７０万店舗

◆外食業界上位３００社から、成長前の小規模店多業種もターゲットへ◆
｢飲食店経営管理ｼｽﾃﾑ®｣は､マルチベンダーパッケージ 従来の競合会社へも卸販売し、｢共創未来｣関係に

本部側基幹業務システム（ソフト） 店舗側システム機器（POS/OES）

小規模企業(個人飲食店等)
(仕出し･総菜･弁当･事業所/介護/病院/学校給食含む)

共創未来で､シェア拡大

法人企業
（中堅企業）

(仕出し･総菜･弁当･事業所/介護/病院/学校給食含む)

成長前の飲食店の
すそ野からの拡大も可能

ソフト･ハードメーカー双方
からの流通販売チャネル

上位３００社
(仕出し･総菜･弁当･事業所/介護/病院/学校給食含む)

←卸販売

販売

販売

販売

販売

販売

販売

■POSﾒｰｶｰ■

・NEC
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｽﾞ

・ｾｲｺｰｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

・東芝テック

・シャープ
・カシオ

：
：

開拓中

当社51% 光通信49％の合弁会社
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｢メニュー発注システム｣投入
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